
第48期講座を、東京会場で受講してまいりました。文字通り、北海道から沖縄まで、 大企業の人事担当の方・営業職・教育
職の方、社労士事務所経営の方、会社経営の方 様々な職種、年齢の方と熱い協議をしながらの受講で、コンサルタントの
スキルだけではなく、社会が『働き方改革』を真剣に考え実践しようとしているときに、我々はそのリード役を組織の中で
如何に果たすか、何を取り組むべきか、考えさせられる素晴らしい機会となりました。 （吉田）
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「長崎大学ワークスタイルイノベーション（WSI／働き方見直し
プログラム）」は、ライフイベントおよびワークライフバランス
に配慮した職場環境の実現を目指し、それぞれの業務・職場にお
ける課題改善にPDCAサイクルで取組むプログラムです。

「WSI通信」では、参加チームの取組の様子や、働き方見直しに
役立つ情報・ツールなどをご紹介します（季刊予定）。
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2019年度の参加チームを募集中!!
１．募集チーム：4チーム
２．募 集 期 間：2019年6月中旬まで（随時受け付け）
３．プログラムの実施期間：2019年7月頃～2020年2月頃（約8ヶ月間）

詳しくは
こちらをどうぞ

ワークライフバランスコンサルタント養成講座

長崎大学ワークスタイルイノベーション

１年のうちに年休を５日以上取得しなければなりません。（人事課通知参照）
みなさん、育児休暇や介護休暇も取得して、職場や自身の働き方を見直してみませんか？

任意で選定された複数の業務チーム（各10
名程度）が、それぞれの職場における業務課
題の改善に向けて専門コンサルタントの支援
を得ながら取り組むもの。
個人レベルでは、業務分析サポートツール

「朝メール.com」を用いてメンバー同士の情
報の共有化・業務の見える化を行うとともに、
より効率的な働き方や生産性向上のための業
務課題を洗い出し、チームレベルでは、洗い
出した課題の改善をPDCAサイクルで実施する。

■活動内容

■参加者の感想
・取り組みそのものが業務に直結して、とてもい
い成果がでました。
・時間の使い方について、これまで以上に意識す
るようになりました。また、研究室内のよりよい
環境づくりに関しても、カエル会議で話し合い、
解決策を考える時間が増えて良かったです。
・業務の計画を立てる⇒振り返る、というプロセ
スを日常化することで、仕事と時間の配分、スケ
ジューリングに敏感になったように思います。
・色々な施策を試し、効果があったもの・なかっ
たもの様々でしたが、とても重要なことに挑戦し
ている実感がありました。

受講者の感想

働き方改革を理解・実践するうえで不可欠な基礎的知識やノウハウ、心構えを高めていくための情報を網羅した4日間の
集中講座です。（受講料は当センター負担）
長崎大学ＷＳＩの学内コンサルタントとしてご活躍ください。

受講者募集



朝の予定と夜の実績を比較して、
時間の使い方の予想と結果の
ギャップを知ることができる

飛び入り仕事の分析ができる

予定 実績の再分析

優先順位を決め方に磨きがかかる

【参加申し込み・お問い合わせ】
国立大学法人長崎大学 ダイバーシティ推進センター
TEL : 095-819-2889（内線：3472） FAX：095-819-2159
MAIL : omoyai_working@ml.nagasaki-u.ac.jp http://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp

朝・夜メール分析ツールを使うと

勤務時間・残業時間推移

業務配分分析

★チーム力が向上します

今日の一言（コメント欄）は、重要な情報交換の場になります

チームメンバーで情報を共有できる

★働き方が見えてきます

働き方見直しプログラムの業務分析ツールとして活用している「朝メール・夜メール」を利用する業務ユニット
（１グループ５名～）を募集します。メールを使い、部署内の情報を共有することで業務改善やチーム力向上に
繋がります。以下に分析内容を記載しています。 このツールについて詳しく聞きたい方は当センターへ問い合わ
せください。

・業務の進め方や時間の使い方を「見える化」し、個人・チームでの課題が洗い出せる。
・各個人の業務や出来事を知ることでチーム内のコミュニケーションが図られる。

・朝メール：業務計画と今日の一言
・夜メール：行動記録と今日のふりかえり一言

・優先順位を考えながら１日の業務をリストアップすることで頭の中が整理され
時間を無駄なく使うことができるようになった。

・スケジュール共有により共同作業の内容や時間設定の仕方などを学ぶことができた。

「朝メール・夜メール」を利用してみませんか

時間の使い方を分析できる

期間別業務配分分析

【効果】

【入力内容】

【利用者の声】


	スライド番号 1
	スライド番号 2

